
先日、任意の会「語ルシストの会」の例会が開催されたので報告と所見を兼ね

て掲載します。 

 

今回は、「ココロとカラダのリハビリステーションほのか」の廣瀬由貴さん

（作業療法士）にステーションでの利用者支援での役割と連携に関して事例を

通して話していただきました。 

 

最初に自己紹介があり、宮崎市生まれで高校卒業後、宮崎市の福祉専門学校の

作業療法学科に入学して専門職としての高度な専門知識と確かな技術を身につ

けることを教育目標に掲げている専門学校を卒業される。 

 

2007 年に卒業後、病院や施設で働いたのち、2019 年に精神科訪問看護の

「ココロとカラダのリハビリステーションほのか」に勤められる。 

 

精神科訪問看護という仕事に従事するのは初めての経験で、作業療法士として

病院や施設での役割と自宅に訪問することでの役割の違いがあり、病院での作

業療法士は、主に急性期や入院患者に対する治療とリハビリテーションに焦点

を当てているが、訪問看護での作業療法士は、患者が自宅や地域で最大限の機

能を発揮し、自立生活を営むためのスキルをサポートするために専門的スキル

を提供することが求められている、と話される。 

 

作業療法士として具体的な事例を通して、単なる医療的なアプローチだけでは

なく、個別のニーズや希望に耳を傾け、利用者が自らの力で日常の課題に立ち

向かえるように導くこと、利用者が自分の人生をコントロールし、自分の力で

前進できるよう支援することを重視して、自立生活への一歩である日常生活を

円滑にし、人間関係を築き、自分の価値を見出すことから始めることに寄り添

って支えていくことを実践されている事例を話される。 

 

ケースプランを提案することによって、その人らしい生活が可能になることを

目指し、徐々に機能が回復しながら生活が整ってくることを実感できるとこに

作業療法士としての仕事に誇りをもって従事されていることを実感した次第で

ある。 

 

特に大事にしていることは、利用者と密にコミュニケーションを取り、その人

に最適なケースプランを策定することを目指し、事業所内の他の専門職とそれ

ぞれの視点から利用者を評価し、情報を共有することで、総合的なケアプラン

を策定することを支援の最重要課題として取り組まれているのである。 

 



「ココロとカラダのリハビリステーションほのか」では、利用者の支援をチー

ム支援として実施することにより、情報の共有が円滑にできることで、全体の

ケアが向上し、早期の問題の発見や適切な対応が可能となるので、危機に対し

て適材適所で最善の対応ができることで、利用者の生き辛さを避けることがで

き、安心して日常生活を送ることができるのである。 

 

訪問看護ステーションにおいて、作業療法士の必要性を事例を通して実感でき

たことは、看護師だけのステーションとの違いを明確にし、多職種との連携に

よる支援によって利用者の「自分らしく生きたい」をより実現させる支援スタ

イルを実践して、より支援のスキルを高めることに力を注いでいる訪問看護ス

テーションだということに共感することになる。 

 

・「ココロとカラダのリハビリステーションほのか」 

https://www.honoka-miyazaki.jp/ 

 

 

次回は、2 月 23 日（祭日・金曜日） 

場所は、県福祉総合センター1 階ミーティングルーム 

時間は、19 時～21 時 

事例報告者は、まだ未定、決まり次第、語ルシストの会のラインに記載します。 

https://l.facebook.com/l.php?u=https%3A%2F%2Fwww.honoka-miyazaki.jp%2F%3Ffbclid%3DIwAR3rwRACQrljX8pA4slG6uqIjc1xxj1XkLx3buxiIEWoNg8_dbbJa4b-oOw&h=AT1LaCYJRTq1zbkorjlb9NHvuR9p1139kKTYsLWiyPg90WR4zDvTn2i4dbQkMZdmC0HNL0-61L7h_qznkwFtWEVMi7IFisi6tuzqNxB5RIWrr4LAOwgAJpBvy8RG2SuKD5upW_RjI403mnmdMO9e&__tn__=-UK-R&c%5b0%5d=AT3Oniiv69bnJQ47Xb_TR1Oshm5ZuXDurYgA9KoLWKsBjAot5w8ItiiGX_whBT7M_FtPQqMrK4QtXswAy8Ov3Sv9OpQJlDkgZ2tOrXDPwXBIEtbBXAMTUZFgoxju1auEn6IfHwASlY6oDGF9GZZrtMVXX6IB8-v1Zm7vgPTnTPLmg_cDsPxA

